






要約:平成 5 年 4 月から平成 7 年 7 月までに当科で分娩となった褥婦のうち、Stein のマ

タニテイーブルーズの調査票およびエジンバラ産後うつ病調査票(EPDS)にてアンケート調

査か施行された 151名の褥婦を対象として、マタニテイーブルーズ発症の危険因子を母体

合併症の観点から検討した。母体合併症の有無により、1 群:正常群(55 例),2 群:妊娠中

に産科・偶発合併症を認めた群(39 例),3 群:分娩時合併症を認めた群(35 例),4 群:妊娠中

および分娩時合併症の両者を認めた群(32 例)に分類し、マタニテイーブルーズの発症率

を比較した。4 群における発症率(46.9%)は 1 群における発症率(18.2%)に比べて有意(p

く 0.05)に高かった。マタニテイーブルーズの発症に関与すると考えられる児異常の発症

率には各群間で有意差を認めなかったため、母体合併症の重複はマタニテイーブルーズ発

症の危険因子であることか示された。次に産後うつ病の発症率をマタニテイーブルーズの

有無に分けて検討すると、マタニテイーブルーズを経験した群の産後うつ病の発症率

(34,1%)は、経験しなかった群の発症率(7.3%)に比べて有意(p く 0.01)に高かった。マタ

ニテイーブルーズの経過は一過性で症状も軽いが、産後うつ病発症の危険因子であること

が再確認された。産後うつ病の予防のためにも、マタニテイーブルーズ発症の危険群であ

る、母体合併症を有する妊婦への対応は重要である。


